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編集者から　　FROM THE EDITOR 
(小松 宏昭 訳) 

　本稿には，James Maxlow から地球膨張テクトニクスモデルを更新する論文，イタリアの同僚たちからの宇宙
気候と地磁気活動に関する５編の短報，そして G. G. Kochemasov の地球と月の構造運動の枠組み（tectonic 
regimes）に関する興味ある論文が掲載されている． 

　前号以降，電気プラズマの地質学的な役割を記したテキストがないにもかかわらず，プラズマ物理学が地質学
に果たす役割に対する関心が高まっていることに気づいた．これは，プラズマ効果はしばしば非常に破壊的な性
質をもち，一般的な斉一的パラダイムとは全く相容れないものであるため，学術界では真剣に検討されるべき
テーマではない，ということがわかってきたからかもしれない．同様に重要なことは，重力が物質自体に備わっ
ている力ではなく，電磁的な効果によるという認識が広まってきたことである．その意味で，これらの学説はき
わめて革命的なものに近い．しかし，科学的なパラダイムの正統性を考慮すると，地球科学に革命が起こるまで
には，非常に長い道のりが必要である． 

　我々は，NCGT ジャーナルにおいて最近公表された幾多の論文から，太陽の力は周期的な太陽風の強弱，ある
いは彗星や隕石や小惑星（それらは地震や火山噴火を起こすことができるが）による物理的な経路を通じて，地
球表面に重大な影響を与えていることをすでに承知している（たとえば K. Kovanovich - Wulff によるいくつか
の NCGT ニュース・ジャーナルより)．そして，1812 年のアメリカ合衆国中部の New Madrid 地震のような環
境や気候変動を思い起こすのである．それは彗星の通過が原因で，多くの地震やほかの地質学的な事変を引き起
こしたように思われるのである. 

　New Madrid 地震の人的側面と 1812年の彗星接近との関連の可能性との優れた要約は，次のURL（https://
www.anamericanquilt.com/the-great-comet.html）で見ることができる．彗星自体は 1811年3月頃から260日
間見えていて，1811年12月まで強度が増し，その後は見えなくなっていった．「地球上の各地で17か月にわ
たって目にすることができたこの大きな彗星は，地震の際に最も明るくなった．3,065年周期の軌道をもつこの
彗星は，エジプトのラムセス２世の時代に観測されている」．上記リンク参照. 

　彗星モデルの問題点は，彗星が継続的に昇華する汚れた氷体であり，比重が約1であるため，重力物理学の観
点からは地球への地球物理学的な影響はごくわずかだという仮定にある．しかし，電気宇宙とプラズマ物理学を
含む代替モデルを使用すると，彗星はバンアレン帯に影響を与えることができる帯電した危険な破壊者となり，
誘導によって地球の表面と地殻に大きなテルル（telluric）電流を発生させることができる．プラズマの観点から
すると，通過する荷電彗星は重力のある地球を “見る” のではなく，地球の電磁磁気圏のしずく（tear-drop）を
見ることになり，電荷の観点からは重力の役割はほとんど関係ないことになる．また，荷電彗星が実際に磁気圏
を通過したり，磁気圏の近くを通過したりすると，電離層からのプラズマの不安定性が地球表面に与える影響は
甚大なものになるだろう． 

　西暦930年頃に世界的な大災害があったことを示す証拠が増えている．Gunner Heisohn（ドイツ・ブレーメン
大学名誉教授）がアカデミーに宛てた最近の書簡 “The Disastrous Tenth Century: Cataclysm and Collapse” 
の中で述べている（https://www.academia.edu/51145748/THE DISASTROUS TENTH CENTURY 
CATACLYSM AND COLLAPSE ? email work card=view-paper)． 

　Heison は層序学的な証拠から全地球的な地殻の激変を考えた．彼が解釈した紀元930年は，マヤ文明や環太平
洋地域の他の文明と同様に，ギリシャ―ローマ文明が終焉を迎えた時期である．このことから彼は，大陸を横断
する地球変動を引き起こすことのできる力を今一度探求する必要がある，と結論づけた．我々は彗星の問題に戻
ろう．このことに関する地質学的な関係は，もしそれが革命的なものでなくても深化していくであろう．NCGT 
ジャーナルにおいては，これからもこうした問題に関する論文が増加するであろう. 
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原著論文　ARTICLES 
膨張テクトニクス: 概観 

Expansion Tectonics: An Overview 

James Maxlow　　　　 
Retired Professional Geologist, Australia  

james.maxlow@bigpond.com 

(柴 正博 訳) 

要旨 
　膨張テクトニクスは，地球上の大陸と海洋の起源とその後の歴史に関する現代のグローバルな観測データを見
て理解するための新しい方法である．1960年代以降，これらのデータは従来，プレートテクトニクス研究のため
に集められたものであり，これまでは従来のプレートテクトニクスの観点以外で見られることはほとんどなかっ
た．従来の考え方では，大陸や海の起源はランダムで予測不可能な，時には破滅的なプロセスであると主張され
た...．このプロセスはほとんどの人に理解されず，ほとんどの人に挑戦されないままである．太古の地球の物理
的特徴に関する仮定を変えるだけで，ここで紹介する新しい視点は大陸と海洋が時間をかけて形成され発展して
きた方法を理解する上での，パラダイムシフトを意味する．現在，私たちが信じていることとは対照的に，この
新しい視点は地球の大陸と海洋の起源について，全く異なるストーリーを語っている．それは，時間の経過とと
もに変化する地球の表面積と表面の曲率を含む，非常に単純に進化し，予測可能で，容易に理解できる全体的な
プロセスを示している． 

キーワード: 膨張テクトニクス, プレートテクトニクス, グローバルテクトニクス 

はじめに 

　今日の研究者は，プレート理論の基本的な仮定を
検証するという科学的な義務に対して，非常に残念な
がら満足している．約46億年前に地球が誕生して以
来，地球の大きさは一定，またはほぼ一定であると
いう半世紀前の研究者の結論を，彼らはあまりにも
積極的に受け入れようとしている．Sudiro (2014) の
論文が神への冒涜にも等しい不道徳な科学的非難の
ピークに達したことで，ほとんどの査読者はプレート
テクトニクスに特化した論文以外は情報に基づいて判
断することができなくなっている．Sudiro (2014) 
は，地球膨張説を否定するために，この説が利用して
いる有効な現代の経験的観測に科学的に対処するこ
となく，独断と偏見に基づく感情的な非難に大きく
依存している． 

　長年にわたり，地球の半径が一定であるという仮
定は，主に古地磁気の研究 （Egyed, 1960; Cox & 
Doell, 1961; van Hilten, 1963; McElhinny & 
Brock, 1975）や，最近では宇宙開発技術による観
測 （Robaudo & Harrison, 1993, Shenetal, 2011） 

を通じて，限られた研究者によって検証されてきた．
これらの研究者の結論は，今ではプレートテクトニ
クスの主流で真実として受け入れられている．しか
し，これらの結論は，プレートテクトニクスが根本
的に間違っている可能性を示唆する現代の経験的な地
質学的，地球物理学的，地理学的，生物地理学的
データと関連して批判的に検証されたことはなく
（Saull, 1986; Lowman, 1992)，したがって，古代
の地球半径に関する本質的に数学的な結論は，修
正，やり直し，または否定されるべきであると考え
られる． 

　本稿で膨張テクトニクス理論（Maxlow, 1995, 
2001, 2018） を紹介することは，現代の世界の観測
データに異議を唱えたり，このデータの収集やこれま
での膨大な量のテクトニック研究を否定するもので
はない．しかし，『膨張テクトニクス』は従来のプ
レート・テクトニクス理論が前提としていた「地球の
半径は昔から変わっていない」という基本的な仮定に
疑問を投げかけ，この世界的なデータの解釈に挑戦し
ている． 
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重要なイベントの年表 

プレート理論の確立-1965 

　地球の表面は，7～8枚の大規模なプレートと多数
の小規模なプレートで構成されており，大陸地殻と海
底地殻の両方から成り立っていることはよく知られて
いる（図1)．このデータは1960年代半ばに初めて紹
介されたもので，事実として受け入れられており，本
稿で紹介した内容に矛盾や反論はない． 

古地磁気の実体化 - 1975年 

　地球の半径が昔から一定であるという前提を定量
化するために，McElhinny and Brock（1975）は，
東アフリカと西アフリカにまたがる古代の磁極デー
タの測定を広範囲に調査した．これらの測定と計算
から，McElhinny と Brock は次のように結論づけ
た．「…古代の地球の半径には，時間による大きな
変化はなかった．」この単純な結論から，古地磁気
学者がプレートテクトニクスの主導権を握り，地質
学を基礎にしたすべての科学を犠牲にして，古地磁気
学は過去のプレート集合体の研究に大きく貢献してい
る．古地磁気学は現在，他のすべての科学を犠牲にし
て，プレートテクトニクス研究の基礎と考えられてい
る． 

世界の地質図の完成 -1990年 

　1950年代から1980年代後半にかけて，すべての海
洋で年代測定を伴う海底磁気および海底地形の大規
模なマッピングプログラムが実施された．このマッピ
ングプログラムは，地殻プレートの確立された分布を
定量化し，プレートテクトニクスをさらに定量化す
ることを目的としている．ここで紹介する「世界の地
質図」は，1990年に世界地質図委員会とユネスコが
初めて発行したものである（図2，凡例 図3)． 

　この地図に表示されている色は，時間に依存した地
質を表しており，例えば，色のついた海底の縞模様は
現代の各プレートの保存された成長の歴史を表してお
り，火山溶岩がそれぞれの大洋中央海嶺の拡大帯に
沿って徐々に侵入していることを示している．この地
図では，各色の海底の縞模様の年代は，主要な地質
年代と一致しており，大洋中央海嶺に沿って位置する
最も若いピンク色の更新世の縞模様から，大陸に隣
接して位置する最も古い淡い青色のジュラ紀の縞模様
まで広がっている． 

　このマッピングにより，例えば，若い赤い縞模様と
古いオレンジの縞模様の間にある黄色い海底の縞模
様は，530万年前から2300万年前までの中新世の時
代に古代の大洋中央海嶺の拡大帯に沿って徐々に侵入
した火山溶岩であることがわかる．この時期には，
より若い赤とピンクの火山岩はそれぞれ存在しなかっ
た．中新世になると，隣接する2つの黄色の縞模様は
すべての海洋で結合され，この期間中に共通の大洋中
央海嶺に沿って結合されたまま時間の経過とともに
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図1. 大陸地殻と海底地殻の岩石を構成する地殻プ
レートの分布を示す地球の地図．

図2. 世界の地質図 (世界地質図委員会とユネスコ，
1990の許可を得てデジタル化). 

図3. 図5に示したように，大陸と海底の地殻変動の
年代を様々な色で表した地質年代スケールの凡例，
海底地殻の年代は現在より数百万年前の単位であ
る (Maxlow, 2018).



徐々に広がっていった．同様に，各大陸内の色は，主
要な地質時代や年代に形成された岩石を表しており，
古代のクラトン，オーロゲン（orogen)，盆地の分布
と一致している． 

　プレートテクトニストたちは，このマッピングデー
タを使って，地球の半径が一定のモデルでのプレート
集合を制約することはなく，古地磁気の見かけの偏
角データだけを頼りにしている． 

宇宙測地学の難問 -1993年 

　1993年になって，宇宙地理学では世界中に十分な
数の観測所ができたため，地球規模のネットワーク
計算を行い，地球半径の変化率を求めることができ
るようになった． 

　Robaudo and Harrison (1993) が最初に「…グロー
バルな測地網」を構築したとき，彼らのグローバルな
ネットワークの計算結果は...「アップダウン（地球半
径の変化）運動の Root Mean Squared 値は 18mm/
年以上」であったことは重要である．つまり，地球
は1年に最大18mmも半径が大きくなる可能性がある
ことがわかった．Robaudo and Harrison は，「...
ほとんどのステーションでは，上下動は数mm/年程
度であると予想される」とした上で，「...上下動をゼ
ロに制限することを推奨した．彼らは，地球の半径
が一定のプレートテクトニックモデルの要件を満た
すために，生データを地球の半径が一定になるよう
に数学的に制約していた． 

　地球の研究に宇宙測地学の技術を応用すること
で，地球の半径や現在のプレートの動きをミリメート
ル以下の精度で見積もることができるまでになっ
た．Shen ほかの2011年の結果では，「…測地学的
な観測と重力学的な観測の両方が，ここ数十年の間
に地球が年間0.2ミリの割合で膨張しているという結
論を支持している」とされている．これは心強いこと
であるが，この研究で使用した海底マッピングデータ
の測定値に基づく半径の増加率が，現在の年間22ミ
リメートルであることと比較すると，その値は100分
の1から10分の1になる． 

クラスターII 衛星ミッション -2000 

　2000年に欧州宇宙機関が打ち上げた4機の同型衛星
「クラスターII｣．これらの衛星は，太陽の活動が地
球周辺の宇宙環境に与える影響を調べるために打ち
上げられ，地球の周りを編隊飛行してデータを収集し
た．このミッションでは，宇宙史上初めて，太陽風が
磁気圏とどのように相互作用するか，太陽風が地球近
傍にどのように影響するか，太陽風の中の荷電粒子と
地球がどのように反応するかについて立体的な情報を

収集することができた．この新しい情報と関連する
発見は，地球の磁気圏が太陽粒子によって容易に貫か
れることを示すものであり，欧州宇宙機関のプロジェ
クト科学者たちにとって非常に重要なものである． 

　地球の磁気圏には，太陽風が地球を通過する際に
発生する電子や陽子の荷電粒子からなるプラズマが閉
じ込められていることがわかっている．このプラズマ
の磁気圏への流入は，太陽風の密度や速度の増加，
太陽風の乱れの増加に伴って増加する．また，プラズ
マは磁気圏を通過するだけでなく，オーロラ帯の中
で地球の磁力線に沿って下降し，各極で地球に侵入す
ることも示された．今回のヨーロッパでの研究によ
り，プラズマの侵入はこれまで知られていたよりもは
るかに一般的であり，荷電電子や陽子が地球に絶え
間なく流れ込むための手段である可能性が示唆され
た（図4)． 

　では，宇宙のあらゆる物質の構成要素である電子
と陽子は，地球に入るとどうなるのだろうか，とい
うのが最も重要な疑問である．この疑問に対する答
えは，時間の経過とともに地球の質量と半径を増加
させなければならないということであり，それはま
さに膨張テクトニクス的な地球に必要にことであ
る． 

重要なイベントの議論 

　これらの重要なイベントを議論する際には，現代
の世界的な観測データが非常に基本的に，地質学
的・地理学的なデータと地球物理学的・測地学的なデー
タに分類されることを理解することが重要である．
地質学と地理学のデータは，岩石や地形に関する純
粋な観測データであるのに対し，地球物理学や地球
遺伝学のデータは，結果を導き出すために数学を必
要とする． 
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too low when compared with the current 22 millimetres per year rate of increase in radius based on measurements
from seafloor mapping data used in this study.

Cluster II Satellite Mission—2000
In year 2000 four identical Cluster II satellites were launched by the European Space Agency. These satellites were
launched to study the impact of the Sun’s activity on the near-Earth space environment by flying in formation to gather
data around Earth. For the first time in space history this mission was able to collect three-dimensional information
about how the solar wind interacts with the magnetosphere, how it affects near-Earth space, and how the Earth reacts
with the charged particles within the solar wind. This new information and related discoveries were considered by
the European Space Agency’s project scientists to be of great importance because they showed how the Earth’s
magnetosphere can be readily penetrated by solar particles.
The Earth’s magnetosphere is now shown to be full of trapped plasma, comprising charged electron and proton
particles, originating from the solar wind as it passes the Earth. This flow of plasma into the magnetosphere increases
with increase in solar wind density and speed, as well as increases in turbulence in the solar wind. In addition to
penetrating the magnetosphere, it was also shown that the plasma travels down along the Earth’s magnetic field lines
within the auroral zones, entering the Earth at each of the poles. This European study suggested to the scientists that
penetration of plasma may be a lot more common than was previously known, and possibly represents a means for
the constant flow of charged electrons and protons into the Earth (Figure 4).

The most important question that should then come to mind is: what happens to these electrons and protons—the very
building blocks of all matter in the universe—when they enter the Earth? The answer to this question is that they must
increase the mass and radius of the Earth over time, which is precisely what is required on an Expansion Tectonic
Earth.

Discussion of Important Events
In discussing these important events it is important to appreciate that modern global observational data can very
basically be classified into geology-geography-based data and geophysical-geodetic-based data. Geological and
geographical data is pure observational data about rocks and landforms whereas geophysics and geodetics require
mathematics in order to derive an outcome.
In all cases plate tectonics relies on the mathematical assumptions and outcomes of geophysics and geodetics to
substantiate their insistence on a constant radius Earth premise. At no stage is geology or geography used to

Figure 4. Three-dimensional information about how the solar wind interacts with the
magnetosphere, and how it affects near-Earth space.
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図4．太陽風が磁気圏とどのように相互作用し，地
球近傍の空間にどのような影響を与えるかを3次元
的に示したもの．



　いずれの場合も，プレートテクトニクスは，地球の
半径が一定であるという主張を裏付けるために，地
球物理学や地球遺伝学の数学的な仮定とその結果に
依存している．この前提を立証するために地質学と地
理学は使われることはなく，物理的データは半径一
定のプレートテクトニックモデルに制約されている．
実際には，地質学や地理学は地球の歴史を記録した
ものであり，操作できるものではなく，操作すべき
ものでもない． 

現在の地質 

　時間を戻した場合，プレートテクトニクスでは，
伝統的に大西洋が閉ざされ，隣接する大陸同士が接
近し，残りの海，特に太平洋が犠牲になる．一方，
岩石地質図（CGMW & UNESCO, 1990）に示され
ている海底の縞模様（図5）を見ると，他の海は簡単
に閉ざされ，隣接する大陸も簡単に近づけられるこ
とがわかる．この新しい地図では，すべての海洋が
徐々に閉じていき，それに伴ってすべての大陸が時間
をさかのぼって接近していくことを示す強力な証拠と
なる． 

現在から三畳紀 

　学術的な演習として，次の図（図6）では，それぞ
れの色の縞模様が徐々に時間をさかのぼって取り除か
れ，それぞれの色の海底の縞模様で表される火山溶
岩が元のマントルに戻される．それぞれの色の縞模様
を順番に取り除き，表面積のデータに応じて古代地

球の半径を小さくしていくと，すべてのプレートがよ
り小さな半径の地球モデルに組み上がる． 

　この一連の画像が示しているのは，過去にさかの
ぼって地球の半径と表面積を徐々に小さくしていくこ
とで，残りの大陸プレートと海底プレートがすべて
99％以上の適合度で組み合わされているということ
である．これには，大陸の地殻を恣意的に断片化し
たり，既存の地殻を沈み込ませて処分したり，地球
の半径を一定に保つために既存の地殻を発明したり
する必要はない． 

　この図では，ジュラ紀前期（左端の地球）までに，
色のついた海底火山岩はすべてマントルに戻され，白
で示された縁辺海台の堆積盆が合体して，大陸堆積盆
と一致する地球規模のネットワークを形成している． 

ペルム紀のパンゲア 

　地球の半径を小さくして，海底の地質を約2億5000
万年前の後期ペルム紀に遡ってモデル化し続けること
で，若い海底の火山地殻や大陸棚や台地に沿って堆積
した海洋堆積物のほとんどが取り除かれる（図7)．ま
た，発表されている古代の大陸海（Scotese, 1994, 
and Smith et al, 1994）の分布を青で示す． 

　従来とは異なり，このモデルでは，すべての大陸地
殻が現在の地球半径の約50％の位置にある後期ペル
ム紀に，地球規模のパンゲアン超大陸を形成するた
めに1つのユニークなプレートフィットで正確に結合
することが示されている．また，これまでの小さな地
球モデルでは，モデル構築時に大きなパンサラッサ
海，テチス海，イアペトゥス海が必要ないことが示さ
れている．これらの海に代わって，より小さな大陸で
あるパンサラッサ海，イアペトゥス海，テチス海が形
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図5. 球形で示された世界の現在の岩盤地質図
（Maxlow, 2018).

図6. ジュラ紀から現代までの半径が大きくなる地球
の球形小地球モデル (Maxloの図7，現代の大陸地殻
だけでなく，古代のテチス海，イアペトゥス海，パ
ンサラッサ海の集合体を示すペルム紀パンゲア小地
球 (Scotese,1994, and Smith et al., 1994)，
(Maxlow,2018). w, 2018)．



成された．これらの海は，現在の太平洋と大西洋の
前身であり，現在の大陸の多くに位置する古代の堆
積盆地でもある． 

　小さな地球モデルでは，古代の海から現代の海へ
の移行は，パンゲアン超大陸（図7）が最初に破裂し
て分裂し，現代の大陸とその間にある現代の海を形
成し始めたときに初めて起こった．それは，崩壊後
に，古代の大陸海から新たに開いた現代の海に水が
流出し，新たに形成された大洋中央海嶺の前縁部に
沿って新たな水と大気ガスが排出されたと考えられて
いる． 

ペルム紀から太古累代 

　拡大テクトニクスの地球では，ペルム紀の時代より
古い前には，大陸地殻が地球全体を覆い，露出した
超大陸の大地は堆積盆のネットワークと一致する大
陸海の上に重ねられたネットワークによって定義され
ていた．小型の地球モデルを太古累代の初期までさ
かのぼって構築するには，地質学を過去に遡らすリ
バースエンジニアリングという革新的なアプローチが
必要である．このアプローチでは，主に赤，ピンク，
カーキ色の地殻で示される古代のクラトン地殻と造
山地殻のそれぞれを取り囲む，確立された大陸性堆
積盆のネットワークに焦点を当てる（図8). 

　地殻の地質を過去に遡ってモデル化するには，若い
大陸盆地の堆積物や貫入したマグマの岩石をすべて段
階的に除去し，これらの岩石を単純に古代の大地や
元のマントルに戻すことになる．その後，各大陸盆地
や火成岩複合体を，より小さな半径のモデル上で拡
張前または侵入前の構成に復元する．時間を遡るこ
とで，各堆積盆や火成岩複合体の隣接する縁が徐々

に近づき，隣接するより古いクラトン地殻や造山地
殻の空間的な整合性が保たれる． 

　時間を進めると，古代の超大陸や海を構成するすべ
ての地殻要素が，歴史の中で密接な空間的関係を保っ
ていることがわかる．この密接な関係は，約2億5000
万年前のペルム紀後期に地殻の分裂が始まり，現在
の海が開き始めるまで続いた．この大陸地殻の小さ
な地球モデルの研究から，これらの時代の超大陸の
起源と変化した構成には，長期にわたる地殻の伸張
期間中の進歩的で進化的な地殻のプロセスが関与して
おり，それに伴って地球の表面積と表面の曲率が時間
とともに変化したことが示されている． 

因果関係のメカニズム 

　しかし，理解いただけるように，地球の半径が大
きくなるというシナリオを認めようとする科学者に
とってはこれは問題ではない．科学者や一般の人々が
抱えている根本的な問題は，海底の地殻とその下のマ
ントルを構成する膨大な量の物質が，大陸を再構築
するために時間を遡ってどこに行ったのかを理解する
ことである．さらに言えば，この膨大な量の物質
は，時間を進めるとどこからやってくるのか？ 

　現代の宇宙開発と地球近傍のデータ収集は，この
地球の半径と質量の増加の因果関係を明らかにしてい
る．現代の宇宙からの観測では，太陽から太陽風を
介して発生した荷電電子・陽子の粒子状物質は，極域
で地球に入り，地球のコアとマントルの境界に位置す
る D” 領域で蓄積・再結合して新たな物質を形成する
と推測されている（図9)．この新しい物質の増加がマ
ントルウェルを生み，それが地殻の拡張として表面に
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図7. 現代の大陸地殻だけでなく，古代のテチス海，
イアペトゥス海，パンサラッサ海の集合体を示すペ
ルム紀パンゲア小地球（Scotese, 1994, and Smith 
et al, 1994)，(Maxlow, 2018)．

図8. 太古累代から現代の小さな地球モデルにおける
地殻の集合体と海岸線の地理．古代の海岸線は青い
線で，古代の海と現代の海は青い影で示されている 
(Scotese, 1994, and Smith et al., 1994)，
(Maxlow, 2018).



現れると考えられており，現在，現代のすべての海で
大洋中央海嶺の拡散帯に沿って発生している． 

結論 

　この論文で私は，プレートテクトニクス理論が支
持され，崇拝され続けていることに関して，大きな論
争となっている問題に警鐘を鳴らした．この理論は，
地球上の様々な観測データを説明するために，科学
の世界で広く推進され続けており，科学者だけでな
く一般の人々にも広く受け入れられている．しかし，
この理論の本質は，「地球の半径は基本的に一定で
ある」という，時代遅れの根拠に基づいている． 

　残念なことに，現代の数学に基づいた観測データ
の収集は，プレートテクトニクスの考え方を強固に
拘束しており，科学者たちはこのデータや他のすべて
の地質学的，地理学的データの解釈に実行可能な代
替案があることを示唆することを忘れてしまってい
る． 

　これらの小さな地球から半径を増加させた膨張テ
クトニクスモデルから得られた結論は，ランダムで予
測不可能な複数のプレートをフィットさせた集合体の
オプションや，定義されていないプレートの歴史は必
要ないということである．また，表面積が一定であ
ることを前提とした大部分が仮説である古代の海や，
古地磁気の見かけの極座標の研究を前提とした現代
の大陸の断片化も必要とされない．それどころか，
古代の大陸地殻は，古代の小さな地球をしっかりと
包み込んでいることが示されている．より小さな半径
の地球上で大陸を正確に組み立てることができると

いうことは，プレートテクトニクスが間違っているこ
とを裏付けている． 
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図9. 電荷を帯びた電子と陽子が地球に入り込み，時
間の経過とともに質量と半径が増加する影響を強調
した，現在の地球の模式的な断面図（Maxlow, 
2018).



2019年6月24日M6+地震に関係した宇宙天気 
Space weather related to M6+ earthquakes recorded on June 24, 2019 

Gabriele Cataldi 1, Daniele Cataldi1-2, Valentino Straser 3 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  
(2)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  
(3)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  

(岩本広志 訳) 

要旨 
　2019年6月24日にインドネシアで記録された2つの破壊的な可能性のある地震（インドネシア，協定世界時 
01:05:29 M6.1, インドネシア，協定世界時 02:53:39 M7.3）．太陽イオンフラックス密度の分析により，著者
は，2つの地震の前に太陽風陽子密度が増加し，この増加が最大レベルに達した時間（±6時間）に正確に記録さ
れたことを確認でき:このタイプの相関関係は，2011年に著者によって初めて観察され，現在，太陽風の陽子密
度の増加は，科学界によって特定された地震前兆の最も信頼できるファミリーと見なされている． 

キーワード：陽子密度の増加，地震の前兆，太陽活動，インドネシア地震，地震の予見 

2017年11月7日から20日の間に記録されたM6+地震に関係した 
宇宙天気と地磁気活動 

Space weather and geomagnetic activity related to M6+ earthquakes  
recorded between 7 and 20 November 2017 

Gabriele Cataldi 1, Daniele Cataldi1-2, Valentino Straser 3 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  
(2)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  
(3)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  

(岩本広志 訳) 

要旨 
　2017年11月7日から20日の間に，我々の惑星で10回の高震度地震イベント（M6+）が記録された．著者ら
は，太陽イオンフラックスと地磁気活動の特性を分析し，破壊的な可能性のある10の地震イベントの前兆に，太
陽風の陽子密度の増加と地磁気活動の増加が見られることを発見した． 

キーワード：陽子密度の増加，地震の前兆，太陽活動，地震の予見，地磁気活動 

9



2012年4月12日から15日の間に記録された 
M6+地震に関係した宇宙天気と地磁気活動 

Space weather and geomagnetic activity related to M6+ earthquakes 
 recorded between 12 and 15 April 2012 

Gabriele Cataldi 1, Daniele Cataldi1-2, Valentino Straser 3 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  
(2)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  
(3)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  

(岩本広志 訳) 

要旨 
　2012年4月11日から15日の間に10カ所の強い地震イベントが地球上で記録された．本震（M8.6；2012年4月
11日）は北スマトラで発生し，震央は時系列に環太平洋上を時計回りに，オレゴン州沖，バジャ・カリフォルニ
ア（メキシコ），ドレーク海峡，バヌアツ，北スマトラへと連続する．これは記録された史上最高であったトラ
ンスフォーム断層だけではなく，以下の2つの強地震記録：プレート内での最も強い地震（以前は，そのような
強い地震は沈み込帯，或いは衝突するプレートの端でのみ発生すると考えられていた）＋横滑り断層．太陽活動
の変調を分析した著者は，10カ所の地震イベントの前に，地球の地磁気活動の一連の増加をもたらす太陽風陽子
密度の増加があったことを確認した． 

　訳者註：下線部分：訳者が補足追加．　二重下線部分：本文中には記載なし 

キーワード：陽子密度の増加，地震の前兆，太陽活動，地震の予見，地磁気活動 

地球（テクトニックプレート）と月（ジャイアント・インパクト）の 
2つの偽テクトニクスに代わる波動月-地球テクトニクスの一般性 

Common wave lunar-terrestrial tectonics instead of two pseudo tectonics 
 for Earth (tectonic plates) and Moon (giant impacts) 

G. G. Kochemasov 
 kochem.36@mail.ru 

(赤松 陽 訳) 

要旨 
　地球（プレート）と月（ジャイアント・インパクト）の2つの既存の疑似テクトニクスの代わりに，共通の波
動地球テクトニクス・システムを提案する．“軌道が構造を作る”というのが波動惑星学の最大のポイントであ
る．地球と月は太陽を中心とした同じ軌道をもっている．その結果，類似の構造になっている．このことは，
さまざまなサイズの構造で確認できる：2πR，πR，πR/2． 

キーワード： 地球，月，波動構造，プレートテクトニクス，衝突． 
10



地球と月のテクトニクスは，通常，別々に記述さ
れる．しかし，波動惑星学では，これらを一緒に考
えることができる [1-4]．波動惑星学の重要な点
は， “軌道は構造を作る” という提言である．惑星と
その衛星は，同じ太陽系外周軌道を共有している．
だからこそ，それらの地殻構造の類似性がむしろ理
解できる．天体（cosmic bodies）は星の体系
（star systems) の中にあり，同時に銀河やより大き
な回転集合体の中にある [5]．波動構造は図1に模式
的に示されている．事実，基本的な波によって起こ
る惑星や衛星の，二分 (法) による対立的な分離，す
なわち，２つの異なる半球の部分 (図２) は昔から知
られている．太平洋の凹みの起源が火星のような巨
大天体の衝突によるというのは誤りである．玄武岩
で埋め尽くされた大規模な月の盆地や月の海の起源
が衝突であるというのも誤りである． 

　調和的な外形（the harmonic line）をたどってい
くと，両天体において，同様の構造性扇形状を形成し
ている (図３,４)．さらに，より小規模な構造-グラ
ニュール（granules）が図2，5，6に示されている．
図６には一列になった月の環状構造-グラニュールが
示されており，慣習的に衝突と考えられてきた． 

さらに，考察された波動テクトニクスの最も重要
な点は，いくつかの軌道において，天体の運動を知
ることである．それらの周期の相互作用 (分割と乗
算) によって，別の軌道周期が明らかになる．それら
の中には，宇宙を満たしている極超短波とガンマ波
が存在している［5］. 

結論 

２つの偽りのテクトニクス (地球プレート説，月ジャ
イアント・インパクト説) の代わりに，我々は両天体

に共通するある波動テクトニクスをと考えている．
それは，さまざまなスケール-基本的な半球のセグメ
ント（the fundamental hemispheres segments）
からテクトニック・グラニュール（t e c t o n i c 
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図1. 地球と月の波動像：半球，扇形，グラニュー
ル（2πR，πR，πR /2).

図2．地球と月の構造的三要素（Tectonic triads)．
太平洋-インドネシア-インド洋．Procellarum盆
地-Mare Orientale 盆地-南極Aitken盆地 [4].

図3. 地球と月の構造性扇形（tectonic sectors)．左
の線は月の起伏．



granules）まで，さまざまなスケールのテクトニッ
クな波動構造を包含している． 文献 
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図4. 地球の扇形 (右) と月の扇形
（indian および SPA 盆地)．

図5．始生代クラトン-テクトニック グラニュール（黒色部）

図6．月の重力図．LPOD-Sept6-09 (WWW2. lpod, com) 解析図［4］.



2016年4月13～16日間のM6+地震に関する宇宙気象および地磁気活動 

Space weather and geomagnetic activity related to M6+ earthquakes 

 recorded between 13 and 16 April, 2016 

Gabriele Cataldi 1, Daniele Cataldi1-2, Valentino Straser 3 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  
(2)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  
(3)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com 

(久保田喜裕 訳) 

要旨 

　2016年4月13日から16日にかけて，世界規模で8つの潜在的に破壊的な地震イベントが記録された（M6.9ビル
マの地震：2016年4月13日13:55:17 UTC に記録，M6.0フィリピンの地震：2016年4月13日18:21:35 UTC に
記録，M6.2日本の地震：2016年4月14日12:26:35 UTC に記録，M6.0日本の地震：2016年4月14日15:03:47    
UTC に記録，M6.4バヌアツの地震：2016年4月14日21:50:27 UTC に記録，M6.1グアテマラの地震：2016年4
月15日14:11:26 UTC に記録，M7.0日本の地震：2016年4月15日16:25:06 UTC に記録，M7.8エクアドルの地
震：2016年4月16日23:58:36 UTC に記録)．著者らは，これらの地震系列と2016年4月12日～17日に記録され
た太陽活動との間に密接な相関関係があることを検証した． 

キーワード：陽子密度上昇，地震前兆，太陽活動，地震予知，地磁気活動 

はじめに 
　破壊的な地震現象，地震活動，地磁気活動の相関
関係に関する最初の大がかりな研究は，2010～2011
年に行われた観測にもとづいて，2012年から著者ら
によって行われた [1]．著者らは，2012年から今日ま
でに大量のデータを収集し，地球上で記録される潜
在的に破壊的な地震活動は常に太陽風の陽子密度の
増加に先行していることを疑いなく立証することがで
きた [1-25]．本論で著者らは，2016年4月12～17日
にかけて記録されたM6+の地震系列を分析して得ら
れた相関結果を紹介する（図1)．左の震央分布図を見
ると，2016年4月12～17日に記録されたM6+地震イ
ベントのほとんどが，環太平洋火山帯で発生している
ことがわかる． 

データ解析  

　2016年4月12～17日にかけて，Advanced 
Composition Explorer（ACE）衛星（Lagrangian 点
L1に位置）は，クラスG1（NOAA Gスケール）の2
つの地磁気嵐を発生させる広い太陽風の陽子密度の
増加を検出した（図2)：最初は2016年4月12～13日
の間に記録され，次は2016年4月14日10:30 UTC に
記録された（図2・3)． 

　最初の地震イベント（M6.9）は，クラスG1の最初
の地磁気嵐（2016年4月12～13日の間に記録され
た；図3）の約12時間後に記録され，2回目の地震イ
ベント（M6.0)，3回目の地震イベント（M6.2)，4回
目の地震イベント（M6.0)，5回目の地震イベント
（M6.4）はクラス G1 の2回目の地磁気嵐（2016年4
月14日10:30 UTC に記録された；図3）の直後から
遅くとも12時間後に記録された；6番目（M6.1）と7
番目（M7.0）の地震イベントは，Kp指数の小さな折
れ曲がりと2回目にわずかに陽子が増加する間に記録
された；8番目（M7.8）の地震イベントは，陽子密
度が漸進的に偏向する間に記録されているが，Kp 指
数がレベル4に達した2回目の増加過程に記録されて
いる（図2と3)．これらの電磁現象はすべて，太陽活
動の直接的，間接的な表現である． 

　これまで述べてきたことを確認するために，太陽
風速度の変化に関するグラフ（図4）を確認すること
は興味深い．このピークの後，8つのM6+地震イベン
トのうち7つが発生し，8つ目は2回目の速度上昇の後
に記録された（主なものよりはるかに控えめ）が，こ
の最新の地震がKp指数の再開中に記録された理由を
説明している． 

　この9年間，著者らが何度も述べてきたように，太
陽風の速度の増加と太陽陽子束の密度の増加は，破
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壊的な地震現象の前兆であるため，あらゆる点で
「惑星間地震前兆」（ISP）である [3-16] [18-25]．
同じ理由で，地球の地磁気の増加は「地震地磁気前
兆」（SGP）と考えられている [1-4] [9] [11-13] [15] 
[16] [18] [22-25]．しかし，M6+地震活動は常に太陽
風プロトン密度の増加に先行しているため，太陽イオ
ン束密度の増加は，依然として最も高い相関指数
（=1）をもつある種の電磁地震前兆を示している [1-
25]． 

結論  

　この種の研究の結論は，部分的には明白である：
著者らは2013年以降，太陽活動と地球上で記録され
ている破壊的な地震活動の間には非常に密接な相関
関係があると主張している [1]．この種の相関関係
は，今日ではM6+の世界的な地震活動に特化した地
震予測方法として利用することができる：それは震源
地を特定することはできないが，地球上でM6以上の
世界的な地震活動の再開が予想される時期を（平均

108時間の予告で）確実に特定することができる方法
である．これは事実上，前例のない非常に重要な科
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図1－2016年4月12～17日に記録されたM6+の地震
の震源地．上の地図は，2016年4月12～17日の間に
記録された4つのM6+地震の震源地を示している．
M6.9ビルマ地震（2016年4月13日13:55:17 UTC に
記録)，M6.0フィリピン地震（2016年4月13日
18:21:35UTC に記録)，M6.2日本地震（2016年4月
14日12:26:35 UTC に記録)，M6.0日本地震（2016
年4月14日15:03:47 UTC に記録)，M6. 4バヌアツ
地震（2016年4月14日21:50:27 UTCに記録)，M6.1
グアテマラ地震（2016年4月15日14:11:26 UTC に
記録)，M7.0日本地震（2016年4月15日16:25:06 
UTC に記録），M7.8エクアドル地震（2016年4月
16日23:58:36 UTC に記録)．出典：USGS, Radio 
Emissions Project. 

図2－2016年4月12～17日に記録されたM6+の世界
的な地震活動に関連する太陽イオンフラックスと地
球の地磁気活動の変動．グラフには，Advanced 
Composition Explorer（ACE）衛星によって，L1 
Lagrange ポイントで記録された2016年4月12～17
日の間に記録された太陽風陽子密度の変動（青，
赤，黄色の線）に関するデータが含まれている；
2016年4月13～17日の間に記録された Kp 指数の変
動とM6+地震の時間的マーカー（黒い縦矢印）を示
している．紫の縦矢印は “緩やかな” 陽子密度の上
昇の始まり（惑星間地震前兆の始まり）を表してい
る．赤い破線で囲まれた黄色の部分は，M6+の地震
（地磁気地震前兆）に先立って Kp 指数（黒線）が
上昇したことを示している．陽子密度変化と Kp 指
数のデータは iSWA から提供された．iSWAは，最
新の宇宙天気モデルに基づく予報と，それに付随す
る宇宙環境情報を組み合わせた，柔軟でほぼ完成し
た（turn-key）Web ベースの NASA 関連宇宙天気
情報の発信システムである．地震活動に関するデー
タは米国地質調査所（USGS）から提供．出典：
iSWA, USGS, NOAA, Radio Emissions Project. 

図3－2016年4月13～16日に記録されたM6+の世界
的な地震活動に関連するKp指数．グラフは2016年4
月11～17日に記録されたKp指数の推移を示してい
る．出典：iSWA, Radio Emissions Project. 



学的成果であり，国際的な科学界の中で十分に活用
されるに足る．著者らは，国際科学界はもはや待って
いる余裕はないと考えている：強い地震の予測の可能
性に関するいくつかの誤解を再検討する必要がある
と考えている． 
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黒い縦矢印は，M6+地震の時間的なマーカーを示し
ている．出典：iSWA, Radio Emissions Project. 
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2017年7月17日から19日に記録されたM6+地震に関連する 
宇宙気象と地磁気活動 

Space weather and geomagnetic activity related to M6+ earthquakes recorded 
between 17 and 19 July 2017 

Gabriele Cataldi 1, Daniele Cataldi1-2, Valentino Straser 3 
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(村山敬真 訳) 

要旨 

　2017年7月17日から19日に，4つの破壊的な可能性のある地震イベントが記録された（M6.3ロシア地震，
2017年7月17日11:05:19 UTC，M7.7ロシア地震，2017年7月17日23:34:13 UTC，M6.4ペルー地震，2017年7
月18日02:05:19 UTC．M6.0モーリシャス地震．2017年7月19日12:16:23 UTC）．著者らは．2017年7月13日
から19日にかけての「地球近傍」の太陽活動と地上の地磁気の変化を分析し，4つのM6+地震イベントの前に
は，太陽風の陽子密度の増加と一連の激しい地磁気の増加があったことを明らかにした． 

キーワード：陽子密度増加，地震の前兆，太陽活動，地震予知，地磁気活動 

はじめに 

　私たちの惑星では，月平均で約130のM6+地震イベ
ントが記録されている（2012-2020)．このすべての
活動は，地球の地磁気に影響を与える太陽活動と密
接に関連している [1-25]．本研究では，2017年7月
13日から19日の間に発生した太陽イオン流束と地球
の地磁気活動の変調を分析することによって得られた
相関結果を提示する：この期間には，4つの強い地震
が記録された（図1)． 

データ解析  

2017年7月14日 00:00 から 2017年7月21日 12:00
（ U T C ）の間に， AC E 衛星（ A d v a n c e d 
Composition Explorer：ラグランジュポイントL1に
位置）は，広い範囲で太陽風の陽子密度の増加を検
出した．この非常に高密度なイオン流束は，3日間続
いた地磁気の増加をもたらし，2017年7月16日には
グレードG1-G2に，2017年7月17日にはグレードG2
に達した（図2)． 
この地球の空間的・地磁気的な重大状況の間に，

私たちは4つの強い地震イベントを記録した． 
1) M6.3ロシア地震，2017年7月17日11:05:19 UTC
（深さ9km)． 

2）M7.7ロシア地震，2017年7月17日23:34:13 UTC
（深さ10km)． 
3) M6.4ペルー地震，2017年7月18日02:05:19 UTC
（深さ43.7km)． 
4 )M6 . 0モーリシャス地震，2017年7月19日
12:16:23 UTC（深さ10km)． 
最初の地震現象（M6.3）は，2017年7月16日

05:15 UTC から08:15 UTC の間に記録された太陽陽
子流束の密度上昇極大の直後に発生したG1-G2クラ
スの地磁気摂動の後に記録された（図3)．2回目と3
回目のM6+の地震現象（M6.4とM7.7)，2017年7月
17日に記録されたクラスG2の2回目の地磁気摂動の
直後に記録され（図3)，4回目の地震現象（M6.3）
は，2017年7月19日に記録された地磁気静穏状態か
つ，2017年7月14日に開始された陽子増加量が減少
する途中に記録された：著者らが2010年から2011年
にかけて初めて観測したM6+の世界的な地震活動に
密接に関連する一連の電磁現象（「地震前兆」とみ
なすことができる）で，著者らは今日（2021年)，予
測的観点からM6+の世界的な地震活動の再開時期を
平均108時間の警告で確定できる前駆的な物理現象と
して利用している [3-16][18-25]．太陽活動の分析を
地球の地磁気活動の分析と組み合わせることで [1-4] 
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[9] [11-13] [15] [16] [18] [22-25]，地震予知の方法を
表している．これは国際的な科学界が過去数十年にわ
たって開発してきた他の方法よりも信頼性が高いこと
が証明されている． 
2017年7月17日から19日にかけて記録された4回の

M6+地震に関連した，太陽起源の別の電磁現象が図4
に見られる． 
この曲線は，陽子密度の変化に関するデータ（図

2）と一致しており，地球の磁気圏には惑星間磁場
（IMF）の重要な変化を伴うイオン流束が到達したこ
とを示唆している：この現象は，図2および図3に見
られる2つの地磁気擾乱の発生に寄与している．これ
に加えて，太陽風の速度が上昇し（図5)，地球に向け
た太陽風の動的圧力が高まっている． 

結論 

この研究で紹介したすべてのデータを分析した結
果，太陽活動，地球の地磁気活動，M6+の地球規模
の地震活動の間には関係があることが明らかになっ
た．この関係はまだ解明されていないが，著者らは，
どのような形の電磁的相互作用がすべてをつなぐこと
ができるのかを解明しようとしている．しかし，今日
では，地球上で記録される破壊的な可能性のある地
震イベントはすべて，常に太陽風の陽子密度の上昇が

先行していると断言することができる [21] [22]．
2012年1月1日から2021年4月5日の間に世界規模で
記録された1213のM6+地震イベントに基づいて計算
された平均時間間隔は108時間に相当する． 
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図1-2017年7月17日から19日に記録されたM6+地
震の震央．上の地図は，2017年7月17日から19日
の間に記録された4つのM6+地震の震央を示してい
る．2017年7月17日11:05:19 UTCに記録された
M6.3ロシア地震，2017年7月17日23:34:13 UTCに
記録されたM7.7ロシア地震，2017年7月18日
02:05:19UTCに記録されたM6.4ペルー地震，2017
年7月19日12:16:23 UTCに記録されたM6.0モーリ
シャス地震です．出典: USGS，Radio Emissions 
Project.

図2-2017年7月17日から19日に記録されたM6+の世
界的な地震活動に関連した太陽イオン流束と地球の
地磁気の変動の様子．グラフには，Advanced 
Composition Explorer（ACE）衛星によって，L1ラ
グランジュポイントで記録された2017年7月13日か
ら22日の間に記録された太陽風陽子密度の変動
（青，赤，黄色の線)，Kp-Index の変動，および同
期間に記録されたM6+地震の時間的マーカー（黒い
縦矢印）のデータが含まれている．紫の縦矢印は，
陽子密度の「緩やかな」増加の始まり（惑星間地震
前兆の始まり）を示している．赤の破線で囲まれた
黄色の部分は，M6+地震（地磁気地震前兆）に先立
つKp指数（黒線）の上昇を示す．iSWAは，最新の宇
宙天気モデルに基づく予測と同時に宇宙環境情報を
提供する，NASA関連の宇宙天気情報をWebベースで
柔軟に発信するシステムである．地震活動に関する
データは，米国地質調査所（USGS）から提供され
た．出典：iSWA，USGS，Radio Emissions Project.

図3-2017年7月17日から19日に記録されたM6+の
世界的な地震活動に関連するKp指数．グラフは，
2017年7月15日から18日に記録されたKp指数の推
移を示しています．出典: iSWA, Radio Emissions 
Project.
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図4-2017年7月17日から19日に記録されたM6+地
震と相関のある太陽風磁場の摂動．上の図は，L1ラ
グランジュポイントの軌道上にある DSCOVR 
(Deep Space Climate Observatory) 衛星を通して
記録された惑星間磁場 (IMF) の変動を示していま
す．記録は3軸 (By, Bx, Bz) で行われた．変動曲線
を分析すると，2017年7月17日から19日にかけて記
録された4回のM6+地震は，惑星間磁場（IMF）の
摂動が先行していたことがわかる．長い黒の縦矢印
は，M6+地震の時間的マーカーを表している．出
典: iSWA, USGS, Radio Emissions Project.

図5-2017年7月17日から19日に記録されたM6+地
震と相関のある太陽風速度．このグラフは，L1ラグ
ランジュポイントの軌道上にある DSCOVR
（Deep Space Climate Observatory）衛星が2017
年7月14日から19日の間に記録した太陽風速度の変
動を示している．変動曲線を分析すると，4回の
M6+地震の前に太陽風速度が上昇していたことが理
解できる．黒い縦矢印は，M6+地震の時間的なマー
カーを示している．出典：iSWA, Radio Emissions 
Project.
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NCGTジャーナルについて 

NCGTニュースレター（現在のNCGTジャーナルの前身）は，1996年8月に北京で開催された第30回国際地質
学会議でのシンポジウム “Alternative Theories to Plate Tectonics” での議論から始まった．その名称は，1989
年にワシントンD.C.で開催された第28回国際地質学会議に関連して開催されたシンポジウムの名称に由来してい
る．NCGTニュースレターは1996年12月に創刊され，2013年にNCGTジャーナルに名称を変更した． 

NCGTジャーナルの目的は以下の通りである： 
1. 地質学，地球物理学，太陽惑星物理学，宇宙論，気候学，海洋学，電気宇宙論 （electric universe)，その
他，地球の核から大気圏の上部に至るまで，地球上で起こっている物理過程に関連ないしは影響を及ぼしている
分野において，新しいアイデアやアプローチを自由に交流するための国際フォーラムを提供すること． 

2．支配的な地殻モデルの領域に収まらない創造的なアイデアのための組織的な目標を創り出すこと． 

3．とくに検閲や差別があった場合には，そのような研究の転載と出版の基礎を構築すること． 
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